









Elements that make up the necessary expertise to nursery 
 










































格が国家資格になったのは 2001 年 11 月 30 日の児童福祉法の改正においてであり、2003 年 11
月 29 日より本格的に施行されている。そのため、保育士の資格を得るためには、国家試験に合
格するか、指定養成施設における指定科目の履修、並びに単位修得が必要となる。 
 児童福祉法では、第 18条の 4 に「この法律で、保育士とは、第 18 条の 18 第 1 項の登録を受
け、保育士の名称を用いて、専門的知識及び技術をもつて、児童の保育及び児童の保護者に対








 こうした保育士おける専門知識・技術の体系は、児童福祉法施行規則第 6 条の 10の保育士試
験の内容に定めてある。具体的には、1 社会福祉・2 児童福祉・3 発達心理学及び精神保健・4
小児保健・5 小児栄養・6保育原理・7 教育原理及び養護原理・ 8 保育実習理論、さらに保育実
習実技が課されている。また 2001 年 5 月 23 日に厚生労働省告示第 198 号「児童福祉法施行規
則第 6条の 2第 1項第 3号の指定保育士養成施設の修業教科目及び単位数並びに履修方法（2010
年改正）」においては 32 科目（選択必修科目を含む）が指定されている。 
 一方、専門職団体である全国保育士会の倫理綱領には、専門職の責務として「私たちは、研
修や自己研鑽を通して、常に自らの人間性と専門性の向上に努め、専門職としての責務を果た
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ア ク シ ョ ン＝情報収集・整理能力、表現力、対人影響力、関係構築力（組織感覚）、行動力、
ネゴシエーション力、健康 
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